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まず、DDTというのは、昔よく使われていた殺虫剤です。1940年代、50年代、60年代
に使われていて、70年代からは禁止されていますが、特にげっ歯類にがんを引き起こ
すということではありません。しかし、エストロゲン様作用がある殺虫剤、例えばDDT代
替物質であるメトキシクロルにばく露しますと、女性の肥満発症率が増えます。母親が
肥満、父親が肥満だった場合、第３世代においても、つまり、ひいおばあちゃん世代の
ばく露によってひ孫たちが肥満を起こすということになるわけです。
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こちらはビスフェノールＡのばく露ですが、特にF3において膣開口日が早くなる。また、
F3世代、つまりひ孫の段階で初発情周期の到来日に影響があるということになります。
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科学的な評価を我々は経代遺伝に対して行っています。これをシステマティックレ
ビューで行っています。我々のところの毒性プログラムにおいてもこういった調査をして
います。つまり、経代遺伝を示すような論文をフォローしてまとめているということです。

まず 初に適切な文献を探し出す作業をしています。そして、それを一覧表にして結
果をまとめて、バイアスのリスク、データギャップを特定しています。単に妊娠期のばく
露だけではなくて、妊娠期以外のばく露、妊娠期のばく露、両方をみています。
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適切な関連研究が見つかったらば、ばく露及び健康影響を包括的に評価します。特
に標準的とされるような研究はありません。特定のばく露に関する情報は極めて少な
いです。ほとんどの化学物質は、複数の健康影響を及ぼします。しかし、同じばく露に
ついて、同じあるいは類似の健康影響を報告している研究を特定しようとしても、事例
は非常に少なかった。

動物研究も行われていまして、ビンクロゾリンや放射線などの研究が多いということ
がわかりました。
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研究が直面する課題ですが、たくさんの新しい新興化学物質があります。多くは試験
がされています。迅速でハイスループットな方法を我々は開発しましたので、後でもし
御質問があった場合には答えたいと思います。いろいろな環境ストレス要因をみていま
す。単に化学物質だけではなくて、栄養やストレス、薬物、感染などもみています。マイ
クロバイオームなどの研究もしていまして、特に感受性が も高い時期、受胎時あるい
は受胎前や出産前、思春期、成人期にかけて、どういった影響があるか。特定の一化
学物質ではなく、複数の化学物質をみています。
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内分泌かく乱物質の一覧表ですが、この研究を行う、また、このかく乱物質による経
済コストというのは大きいということが言えます。Leonardo Trasandeが、エンドクライン
ソサエティの出資によってこういった研究をしています。がんや肥満への影響をみてい
るわけです。そして社会経済的コストをみてみますと、ヨーロッパだけでも何十億ユーロ
という経済コストが発生しているということがわかります。また、IQが下がることによって、
米国だけでも１年間に何兆ドルというコストが社会にかかっているということです。この
ように内分泌かく乱物質にばく露することによるコストは非常に大きいということです。
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また、予防がカギになります。リスクをみなければならない。遺伝子だけではない。ま

た、環境だけではない。遺伝子的あるいは環境的因子の相互作用を研究しなければな
りません。いつばく露が起こるのか、そしてそのばく露が感受性の高い時期に起こって
いるのか、そのタイミングによって影響が変わります。
また、ヒトがばく露する化学物質によるハザードを特定することが非常に重要です。

環境的因子というのは、遺伝的因子よりも容易に特定して変えることができますので、
つまり非遺伝性疾患を予防するカギというのは、予防であるということになるわけです。
遺伝子は変えられませんが、皆さんは環境を変えることができます。



一緒に活動することによって、生涯を通じて、そして世界中で人を健康にすることが
可能になります。
御清聴ありがとうございました。
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